
御茶室物語

伊達 宗行

２０１８年６月９日
「大條家ゆかりの茶室」フォーラム

大條家茶室の復旧・保存祈念講演



図ー１

大條１５世道直が拝領した茶室 坂元三の丸



図ー２

伊達中世史



図ー３

大條・伊達歴代図



図ー４

岡千仞著「仙台志料」巻之四、十一葉 明治２５年より。

伏見城下のエピソード。豊公とあるのは豊臣秀吉、

納言公とあるのは伊達政宗である。



図ー５



図ー６

作製 伊達宗行 ２０１７年

御茶室年表



図ー７

祝歌 行広母

道直の君 こたみあらたに殿つくり 所せきまできらを飾り給い

ことさら庭のたたずまい 右とかたえの川橋 行きき絶えず

青葉山の眺め 千代経べき松の緑 四つの時あかぬ詠め 言の葉に

書きも尽くさん

今日しも殿つくり 賀しはべるよし 二葉の和歌を詠し送りはべる

三橋は 棟を並べてこの宿に 幾千代住まむ庭の池水

とことはに 流れ絶えせぬ河水の あかぬ眺めに幾代住むらん



図ー８

利休の死は１５９１年（天正１９年）である。

従って２５０年後は１８４１年、天保１２年になる。

その２年前に京都大徳寺で遠忌法要あり。この時、

石州清水流９代、清水動慶が書いたもの。

その序文を見ると法事は９月２７日～２８日、およそ

千人の人を集めたという。また、９月８日には

近衛関白を招いたとある。



図ー９

翠雨山房夜話(上）伊達宗行著より



図ー１０

道直の時代
１７９６ ～ １８７７


